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サンポット石油床暖房機 

(密閉式石油ストーブ） 

取扱説明書 


型名 



UFH-648UKF 


Sftit 給排気筒を必ず 
i 言口 


点検してください 




• このたびはサンポット石油床暖房機をお買いあげいただきまして、まことにありがとうございました。 
•この機器は、消費生活用製品安全法の『特定保守製品』に指定されています。 

ご使用の前に、『所有者票』（製品に添付）を返送していただき、所有者登録を行ってください。 

• お使いになる前に必ずこの取扱説明書をよく読んで、ス I ブを家族全員で正しくご使用くだ 
さい。 

なお、この取扱説明書は、保証書•工事説明書と共に必ず保存してください。 

お客さまご自身による工事は危険です。据付け工事は販売店や専門業者にご依頼ください。 
(ストーブを移設させる場合も同じです。） 

• 商品には保証書を添付しております。 

保証書はよりよい製品作りやアフターサービスの向上に役立たせていただきますので、お手 
数ですが所定事項のご記入をご確認のうえ、必ず保証書控えをお買いあげの販売店にお渡し 
ください。 


圈 VUitiij 卜株式会社 


32〜48 
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準備 



点検•その他 
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_ 特に注意していただきたいこと 

安全のために必ずお守りください 

この取扱説明書には本機を安全に正しくお使いいただくために、守っていただきたい事項が 
表示されています。 

表示内容をよくご理解いただき、本文をお読みください。 


•ここに示した事項は警告、△注意に区分しています。 


△警告 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡' 重傷を負う 
可能性、または火災の可能性が想定される内容を示しています。 

△注意 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う 
可能性や物的損害の発生が想定される内容を示しています。 

參イラスト（まんが）の横にあるマークは次のように表しています。 


ご使用前に 
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_ 特に注意していただきたいこと っづき 


△ 警告 (WARNING) 


ガソリン厳禁 

• ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使 
用しないでください。 

火災の原因になります。 



給排気筒（管、ホース）外れ危険 

•給排気筒(管、ホース)が外れたまま使用し 
ないでください。 

外れていると運転中に排ガスが室内に漏れ 
て、危険です。 



給排気筒トップ閉そく危険 

• 給排気筒トップの周りが雪でふさがれたま 
まで使用しないでください。ふさがれてい 
るときは、除雪してください。 

閉そくしていると運転中に排ガスが室内に 
漏れて、危険です。 


0 



衣類の乾燥厳禁 

• 衣類などの乾燥には使用しないでください。 
衣類が落下して火がつき、火災の原因にな 
ります。 




スプレー击厳禁 

•スプレー缶やカセツトこんろ用ボンベなど 
を、ス I ブの上や前に（周囲に）放置し 
ないでください。 

熱で缶の圧力が上がり、爆発して危険です。 


0 



低温やけどに注意 

• 長時間皮膚の同じ場所に触れないでください。 
比較的低い温度 （40 〜 60° C ) でも低温や 
けどや脱水症状の原因になります。 


A 
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安全のために必ずお守りください 


△ 警告 (WARNING) 


定期点検の実施 

•定期的 （2 年に1回程度）に点検 • 整備を 
受けてください。 

点検を受けずに長期間使用し続けると、故 
障や事故の原因になり危険です。 

点検 • 整備はお買い求めの販売店や資格者 
のいる店に依頼してください。 

ご自身での据付け • 移設工事の厳禁 

• お客さまご自身による工事は危険です。 

据付け工事は販売店や専門業者にご依頼く 
ださい。 

(ス I ブを移設させる場合も同じです。） 


❶ 
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△ 注意 (CAUTION) 


カーテン、可燃物近接禁止 

• 力ーテンや燃えやすいものを近づけないでく 
ださい。 

火災が発生するおそれがあります。可燃物 
との離隔距離については標準据付け例 （43 
〜44ページ）を参照してください。 

給油時消火 

•火災のおそれがありますので、給油は、必 
ず消火し、火の気のないところで行ってく 
ださい。 


Q 



❶ 





1 J 

灯油 

II IT 


異常時使用禁止 

•万一異常を感じたときは、使用しないでく 
ださい。 

異常燃焼のおそれがあります。 


Q 


〇 如 、し，ク 
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_ 特に注意していただきたいこと っづき 


△ 注意 (CAUTION) 


高温部に注意 


•燃焼中や消火直後は、高温部（前面ガード 
など)、排気筒(給排気筒トップ）に手など 
ふれないでください。 

やけどのおそれがあります。 



指や異物を入れない 

• ガード内や空気取入口などに指や異物を入 
れないでください。 

けがや火災のおそれがあります。 


0 



腰をかけたり物をのせない 

•ストーブの上にのったり、腰をかけたりしな 
いでください。 

ストーブの故障ややけどのおそれがあります。 
•ストーブの上に花びんや水を入れたものなど 
を置かないでください。 

水がかかると漏電や故障のおそれがあります。 


0 



やかんのせ禁止 

• やかんなどをのせないでください。 

振動や接触によってやかんの熱湯がこぼれ、 
やけどのおそれがあります。 


0 



カーべットのはがれに注意 

•力—ぺットがずれたり、めくれたまま使用 
しないでください。 

床パネルに直接触れると、やけどのおそれ 
があります。 


循環液(不凍液、補充液)の保管に注意 0 

師の診断を受けてください。 


循環液(不凍液、補充液)は幼児の手の届か 
ない所に保管してください。 

万一、飲んだ場合にはすぐに吐かせて、医 


A 
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安全のために必ずお守りください 


△ 注意 (CAUTION) 


分解修理の禁止 

•故障、破損したら、使用しないでください。 
不完全な修理は、危険です。 


⑤ 



改造使用の禁止 

•改造して使用しないでください。また、ス 
I ブや排気筒には床暖房用の熱交換器な 
どを取り付けないでください。 

火災や排ガスが室内に漏れる原因となり危 
険です。 

給排気筒付近の可燃物近接禁止 

• 給排気筒トップの近くに、灯油や可燃物な 
ど引火のおそれのあるものを置かないでく 
ださい。 

火災のおそれがあります。 


0 



0 



特殊な場所での使用禁止 

•ストーブは居室の暖房用としてつくられたも 
のですので、乾燥室、温室、飼育室などでは絶 
対に使用しないでください。また、クリーニン 
グ店、美容院など化学薬品を使用する場所で 
は使用しないでください。 

化学薬品などの影響により異常燃焼や故障の 
原因になります。 



マントルピース内据付け禁止 

• マントルピース内には据付けないでください。 
ス I ブが故障したり、火災の原因になり 
ます。 


0 


iiir 






□ 
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_ 特に注意していただきたいこと っづき 


△ 注意 (CAUTION) 


高地注意 

• 標高500 m 未満でこ'使用ください。 

標高500 m 〜1500 m で使用する場合は調 
整が必要です。 

(詳しくは、工事説明書の 區長給排気方式 • 
高地使用時の工事方法 I を参照してください。） 
そのまま使用しますと、空気不足となり、異 
常燃焼の原因になります。 

• 標高1500 m 以上では使用できません。 



電源コードを傷めない 

•電源コードに無理な力を加えたり、物をの 
せたりしないでください。また、電源ブラ 
グを抜くときは、コードを持って引き抜か 
ないでください。 

火災や感電の原因になります。 



電源プラグは確実に差し込む 

• 電源プラグはコンセントに根元まで確実に 
差し込んでください。 

(また、傷んだプラグやゆるんだコンセント 
は使用しないでください。） 

火災の原因になります。 

• ぬれた手での抜き差しはしないでください。 
感電の原因になります。 



長期間使用しないときは電源プラグを抜く 


* 長期間使用しないときは、電源プラグを抜 
いてください。 

火災や予想しない事故の原因になります。 




電源プラグのお手入れをする 

* ときどきは電源プラグを抜き、ほこり（及 
び金属物）を除去してください。 

(ほこりがたまると湿気などで絶縁不良にな 
り）火災の原因になります。 
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安全のために必ずお守りください 


△注意 ( CAUTION ) 


油漏れ確認 

•油タンク • ゴム製送油管 • 接続部およびス 
I ブなどから灯油漏れがないことを確認 
の上ご使用ください。 

灯油が漏れていると火災のおそれがあります。 


お願い （ NOTICE ) 


灯油の廃棄 

• 灯油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店にこ'相談ください。 


■使用する場所 

ス I ブを安全に使用するためには、場所の選定が大切です。 

場所の選定は「据付け場所の選定及び標準据付け例」の項をお読みください。 （43 〜44ページ参照) 

■効果的に使用するために 

• 冷たい外気に接する窓ぎわや壁側に据付けると、冷気が暖められて対流しますので効果的です。 
*ス I ''ーブの前方に障害物があると、部屋の温度にむらができる原因になります。 

次の場所では使用しないでください。火災や予想しない事故の原因になります。 


•水平でない場所、不安定な場所 

• 不安定な物をのせた棚などの下 

• 可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所 

• 付近に燃えやすいものがある場所 

• 階段、避難口などの付近で避難の支障となる場所 

•マントル ピース 内 

•温室、飼育室など人のいない場所 

•標高1500 m 以上の高地 




ご使用前に 
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各部のなまス> 


外観図 


【正面外観図】 
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【背面外観図】 



壁固定金具 

往きバルブ ( A ， B ) 
戻りパルプ ( A * B ) 
水平器 
ドレン ホース 
結露水受皿 

アース 端子 
ツインチューブ 
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各部のなま及 


つづき 


表示部 


時刻合せ表示 


•表示 • • •液晶表示部が現在時刻の設定 
を表示中 

>点滅…時刻を変更中 


タイマー合せ表 7 T ： 


»表示…液晶表示部がタイマー時刻の 
設定を表示中 
•点滅…時刻を変更中 


タイマー表 7 F 


表 7JV • •タイマー点火予約中 


液晶表示部 


• 初期表示の点滅(運転スイツチ切の場合） 

• 電源プラグをコンセントに差し込んだとき 

•停電後、再通電したとき 
• 時刻設定していないとき 


•運転スイッチ「入」 


• 自動運転…設定温度、現在温度、火力表示 

•手動運転…火力を 「Lo」「P-1」 •- 

. 「P-6」「Hi」 

で表示 
火力表示 


•運転スイッチ「切」 . 時計表示 


• 「時刻合せ」「タイマー合せ」表示…" 

•設定時刻を表示 

•チェックモード表爪 厂 


•何も表示しないとき c 

• 停電 中 
• 省電力表示 中 


※パックライト（照明）の明るさを調整することができま 

す。 （24 ページ参照） 

'v 

_ ノ 


(夕^ R タイ^合せ時知合せ 


紀4•三 1 [!霸|||| 


設定温度 °c 現在温度て 


火フ 


入/切 




チャイルドロック表示 

► 表示…チャイルド□ック「入」 
: 5 点滅…運転スイッチを「入」 
にしたとき 


サブ ヒータ 表示 


表示…サブヒータ運転中 


床暖房表示 


表示…床暖房運転中 


セーブ 表示 

' 表示…セーブ運転中 
•点滅…セーブ運転中に室温が設定 
室温より 2°C 上昇した場合 
(消火中も点滅） 


火力表示 


表爪…火力の大きさを表爪 


運転スイッチ 


運転の開始及び消火 


午前.午後表示 

午前 • 午後の表示 


自動.手動表示 


»_「自動」表示…自動運転中 
»「手動」表示…手動運転中 


運転ランプ(レッド）_ 

点灯…運転中 

»点滅…消火後再点火したとき 
(スIブが冷えると点 
灯に変わる） 
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時刻/タイマー合せポタン 

床暖房ポタン 



• 「時刻合せ」表示•••時刻合せ 

床暖房の運転及び停止 



•「タイマー合せ」表示•••タイマー時刻合せ 



表示部 

操作部（ワンタッチポケット） 


操作部 


•操作部は、ワンタッチポケットを軽く押し込むと、ゆっくり開きます。 
軽く押し戻すと、ロックして閉まります。 



床温調節ポタン 


•高ボタン…設定室温を 2°C づつ上昇 


タイマーポタン 

• 低ポタン…設定室温を 2°C づつ低下 


タイマーのセツ ト 及び解除 


• 操作するとき以外は、閉じて使用してください。 

•操作ポタンを押すと受付音 （ 「ピッ」音）を発して、受け付けたことをお知らせします。 

(受付音を消す場合は、手動/自動ポタンを10秒以上押してください。「ピッピッピッ」音を発して設定 
されます。 

もう一度操作すると「ピッピッピッ」音を発して操作音が発するように設定されます。） 

•誤ったポタンを押すと「ピッピッ」音を発して、受け付けないことをお知らせします。 

(消音設定時は除く。） 


后ミ温調節 




床 If 房 

CD 

〇 

サブ ヒータ 


タイマ-1 


火力/室温調節 



時刻/タイマ-合せ 


低/弱 


時刻戻し 


^局/強 

時刻送り 手 is 




/自動セ-ブ 


サブ ヒータ ボタン 


サブ ヒータに よる床 
暖房の運転及び停止 


セーブポタン 

セーブ運転の開始及び 
解除(自動運転時） 


火力/室温調節ポタン 


室温を rc づつ設定（自動運転時） 

>火力を調節（手動運転時） 

•時刻調節（時刻合せ、タイマー合せ) 


手動/自動ポタン 


手動/自動運転の切換え 


ご使用前に 
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■使用前の準備 


■燃料 

• 燃料は必ず灯油 ( JIS 1号灯油)を使用してくだ 
さい0 

♦変質灯油、汚れた灯油、水の混じっている灯 
油などは絶対に使用しないでください。 

点火、消火しにくくなったり、燃焼が悪くな 
ってすすが出たり、製品の寿命を縮めます。 

■給油 

給油はストーブを消火してから行ってください。 

油タンクの送油バルブを閉める 

2 油タンクの給油口ふたを外し、 

給油する 

•油量計の表示が「満」の印以上には絶対 
に入れないでください。 



こぼれた灯^&はよくふきとる 



•油タンクは空にしないでください。 

「空」まで燃焼させるとス I ブより「ボン」 
と音がしたり、すすが発生し、故障の原因に 
なります。 

•給油するときは、ごみなどが入らないよう 
注意してください。 

燃焼不良の原因になります。 


■点火前の準備と確認 

定油面器安全装置のセット 

•初めて使用するときやシーズン初めには、 
リセットポタンを押してください。 

据付けや、ス I ブに強い振動をあたえた 
とき、定油面器の安全装置が作動して、油を 
流しません。 

点火操作後、油タンクに灯油が入っていても 
[ E -03 J 『 E -33』[ E -05 J 『 E -35』 のチェック 
モード表示が出たときは、リセットボタンを押 
して、安全装置を解除してください。 


リセットポタンを輕く押し、 
すぐ指を離す 





•リセットポタンは燃焼中、 


むやみにさわらないでく 

• -リセツト 

し J ボタン 

ださい。 


•絶対にカラーを外して、 


押さないでください。 
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油漏れの確認 

• ゴム製送油管やストーブの置台に油漏れ 
がないか確認してください。 

万一 、油漏れしている場合は送油バルブ 
を閉め、必ずお買い求めの販売店又は最 
寄りのサンポット支店•営業所へご連絡 
ください。 



5 給気ホース • 排気管の接続の確認 

* 給気ホース • 排気管が正しく接続されて 
し、るか確認してください。 

外れていると運転中に排ガスが室内に漏 
れて、大変危険です。 



準 

備 



水漏れの確認 

• 温水配管接続部から水漏れがないか確認 
してください。 

万一 、水漏れしている場合は温水バルブ 
を閉め、必ずお買い求めの販売店又は最 
寄りのサンポット支店 • 営業所へご連絡 
ください。 


0 



電源プラグの接続 

® 電源プラグは 100 V の専用コンセントに 
差し込んであるか確認してください。 




ス I ブ周囲の確認 

»ス I ブの周囲及び給排気筒トップの周 
囲に弓 I 火物や可燃物がないか確認してく 
ださい。 

火災や予想しない事故が発生するおそれ 



7 循環水の水位確認 

* ス I ブ左下部の給水扉のぞき窓から循 
環水の水位を確認してください。 

(補給方法33ページ参照） 
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■ 使用前の準備っづき 




8 ソフトパネル 4.5 畳以上で使用の場合 
の結露水受皿内の水確認 

• ソフトパネル 4.5 畳以上を敷設する場合に 
は、ストーブ背面のドレンホースの栓を外 
し、結露水を結露水受皿に排出するよう 
にします。 


• 床暖房)くネルの敷設枚数が多い場合、排 
ガス中の水蒸気が結露する場合がありま 
す。この発生した結露水をス I ブの背 
面にある結露水受皿にためる構造にして 
います。 

• ドレンホースからは、結露水とともに排 
ガスの臭いがすることがありますので、 
必ずドレンホースの先端が水の中へ入っ 
ていて、結露水受皿の中に水が2〜 3 cm 
入っていることを確^忍してください。 

• 結露水の発生が少ない場合や、室内の湿 
度が低いときには、結露水受皿の水が蒸 
発しますので、水が底から常に2〜 3 cm 
入っていることを確認して、不足してい 
る場合には給水してください。 

また、結露水受皿に水が半分以上たまっ 
ている場合には取り外して、2〜 3 cm 程 
度残して排水してください。 





• 床暖房ノ（ネルの敷設枚数がソフトノ（ネル 4.5 
畳未満の場合には、ドレンホースの栓を外す 
必要はありません。また、結露水受皿に給水 
する必要もありません。 
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■ 使用方法 




ニ ニ 



1 卜 

V 


省電力表示について 

運転スイッチが「切」でス I ブが停止中、ポタンを押さない状態が2分以上続くと省電力表示と 
なり、表示部の表示が全て消えます。この状態から操作する場合は、いずれかのボタンを一度押し 
て表示部を表示させた後、各操作を行つてください。 


■点火 


油タンクの送油バルブを開く 


2 運転スイッチを押して、「入」にする 

• 運転ランプと表示部のバックライトが点灯し、2〜4分予熱 
後着火します。 

*予熱後、 対流用ファンが回り、約 2.5 分間予備燃焼を行い 
ます。 




使 

用 

方 

法 



•燃焼中に運転スイッチを押して「消火」にしたり、タイマーポタンを押すなどして約2秒以上経過 
すると自動消火し、約2分間の冷却の後でないと再点火できません。 

•運転スイッチを「入」にし、液晶表示部に 『 E -19』 のチェックモードが表示された場合は、排気 
管の接続が不十分であったり、排気管抜け検知リード線が正しく接続されていないためです。 

運転スイッチをいったん「切」にし、ストーブが停止したのち点検し、確実に接続してから、運転 
スイッチを「入」にしてください。 
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使用方法 っづき 



■火力調節 I 自動運転 



'セツトした温度になるように、火力を自動的に調節します。 



手動/自動ポタンを押して、自動連転にする 

• _「自動」マークと設定温度及び現在温度が表 
示されます。 


火力/室温調節ポタンの 『高/強』『低/弱』 手動/自動 
を押して、お好みの室温を設定する 

•『高/強』又は『低/弱』ポタンを押すと rc づつ変化します。 


•室温の設定範囲は「12〜32」でです。 

•現在温度は「5〜35」 ° C の範囲で表示されます。 

ただし、現在温度が 5° C 未満で 「 Lo 」、35° C を超えると 「 Hi 」 の文字 
表示となります。 

•設定室温の数字は室温のめやすです。設置条件によっては必ずしも室 
温と一致しません。 

•設定室温は一度セツトすれば記憶されますが、停電の場合には解除さ 
れ自動的に 「24」° C にセツトされます。 


手•セツトした火力で運転を続けます。室温調節はしません。 


dH du 111111 

設定温度。 C 現在温度。 C 火力表示 



時刻戻し 時刻送り 


手動/自動 


手動/自動ポタンを押して、手動運転にする 

• 「手動」マークと火力（記号）が表示されます。 

火力/室温調節ポタンの 『高/強』『低/弱』 

を押して、お好みの火力に合せる 

•火力(記号）は 「 Lo 、 P -1、 P -2、 P -3、 P -4、 

P -5、 P -6、 Hi 」 の8段階で表示されます。 

•設定した火力（記号）に合せて火力表示（バー表示）も変化します。 

出荷時の火力は 「 P -3」 にセツトしてあります。 

♦火力は一度セツトすれば記憶されますが、停電の場合には解除され 
自動的に自動運転の 「24」° C にセツトされます。 


P- 


111111 


設定温度 .C 現在温度。 C 


\ 低パ i ノこ高/強） 

時刻戻し 時刻送り 


•燃焼中に炎がかたよったり、赤火が混ったり、また上下変動することがありますが、異常ではあ 
りません。 

•燃焼中「カチカチ」音がすることがありますが、電磁ポンプの運転音で異常ではありません。 
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■床暖房運転 


1 床暖房ポタンを押す 

• 「床暖房」マークが表示します。 


2 床温調節ポタンの『高』『低』を押して、 
お好みの床温を設定する 

•床温設定中は「床暖房」マークが点滅します。 
* 『高』又は『低』ボタンを押すと 2° C づつ変 
化します。 

•床温の設定範囲は「32〜68」 ° C です。 

• 床温調節は循環水の温度を調節するもので、 
数字は床温のめやすです。床面温度を調節す 



るちのではありません。 


* 床表面温度は力一ぺットなどの種類によって、 
循環水の温度より1〇〜 20° C 低くなります。 
•2 秒間操作がないと「床暖房」マークが点灯 
となり、温度表示または火力表示に切換りま 
す。 


使 

用 

方 

法 


•床温調節は部屋の温度調節ではありません。床温を上げすぎないように注意してください。 
♦凍結防止及び腐食防止のためにサンポット純正の不凍液をご使用ください。 
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使用方法 っづき 



1 


■床暖房停止 

1 床暖房ポタンを再度押す 

• 「床暖房」マークが消灯します。 


床暖居 

〇 



•床ノ（ネルの枚数が多い場合、設定床温まで上がらないことがあります。 

* 自動運転の場合、室温を優先して火力を制御しますので、設定床温まで上がらないことがありま 
す。 

•点火•消火•床暖房運転のとき、キシ S 音がすることがありますが、金属の膨張•収縮音で異常 
ではありません。 

• 床暖房運転にした場合や床暖房運転せずに大燃焼を継続した場合、一時的に「ゴポッ」という循環 
水中の蒸気が抜ける音がしますが、異常ではありません。 
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■消火 


1 運転スイッチを再度押して、「切」にする 

•運転ランプが消灯し、10秒後バックライトが暗くなります。 
液晶表示部が温度表示または火力表示から現在時刻表示に切 
換ります。 



油タンクの送油パルプを閉じる 



3 消火を確認する 

• 対流用ファンはス I -ーブが冷えるまでの約8分間回りつづけます。 



•長期間留守にするときは、必ず電源プラグをコンセントから抜いてくださし、。 
• 電源プラグは対流用ファンが停止してから抜いてください。 

•電源プラグをコンセントから抜いて運転を停止しないでください。 

ス I ブが過熱し、故障の原因になります。 

• お出かけになるときは必ず消火してください。 

運転スイツチを「切」にしてください。 



















































® 使用方法っづき 


■使用上の注意 


间温部 I し >王 思 

•ス I ブの上面板 • 上面ガード_前面ガードなどは高温です。 

やけどに注意してください。 

•特にお子さまをス I ブに近づけないでください。 

保護ガード(関連部材)のご使用をおすすめします。 

♦上面ガードを取り外したり、前面ガードを開いたまま使用しない 
でください。 

放熱器やガラスなどの高温部に誤ってふれますとやけどをします。 
•給排気筒トップや排気管は高温です。やけどに注意してください。 



低温やけどに注意 

• 長時間皮膚の同じ場所に触れないでください。 

比較的低い温度 (40° C 〜 60° C ) でも低温やけどや脱水症状の原因 
になります。次のようなかたがご使用になるときは、まわりのか 
たが常に注意してあげてください。 

•乳幼児、お子さま、お年寄り、病人や身体の不自由なかた 
• 皮膚の弱いかた • 睡眠薬などを服用されたかた 
♦深酒、疲労の激しいかた 

•心臓病などで身体を暖めることを医師から止められているかた 



カーぺットのはがれに注意 

•力一ぺットがずれたり、めくれたまま使用しないでください。 
床パネルに直接触れると、やけどのおそれがあります。 



給排気筒トップ閉そく危険 


• 給排気筒トップの周りが雪でふさがれたままで使用しないでくだ 
さい。ふさがれているときは、除雪してください。 

閉そくしていると運転中に排ガスが室内に漏れて、危険です。 


0 



循環液(不凍液、補充液)の保管に注意 
• 循環液(不凍液、補充液)は幼児の手の届かない所に保管してくだ 
さい。 

万一、飲んだ場合にはすぐに吐かせて、医師の診断を受けてく 
—ださい。_ 

雷時の注意 

•雷が接近したときは、電源プラグをコンセントから抜いてください。 
激しい雷の影響でス I ブが故障するおそれがあります。 



•シーズンオフのように長期間使用しないときは電源プラグを抜いてください。 


•ガラスには水をかけたり、衝撃をあたえたりしないでください。 
ガラスが割れ危険です。 


•ス I ブ前面付近は、ふく射熱が強いので熱に弱いものを置いたり、敷いたりしないでください。 
変色や変形したりすることがあります。 
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入/切 


時刻合せ ^ j . 1 j^l 

午後 3 . "」 


1 設定温度。 C 現在温度。 C 火力表示 

— 



■時刻合せ 

•はじめて使用するときや停電後、表示がになっている場合には、時刻合せを行ってください。 

停止中でも運転中でも合せることができます。 

時刻/タイマー合せポタンを押して、 

「時刻合せ」を表示させる 


2 火力/室温調節ポタンの『高/強』『低/弱』 
を押す 

•時刻合せ中は「時刻合せ」が点滅します。 

• 『高/強』（時刻送り）ボタンを押すと時刻は 
順に進み、『低/弱』（時刻戻し）ポタンを押す 
と逆に進みます。 

•ポタンを押し続けると早送りになります。 

*10 秒間操作がないと「時刻合せ」が消灯し、 
現在時刻表示または火力表示に切換ります。 
•停電があると記憶が解除されます。 

再セツトしてください。 



時刻戻し 時刻送り 
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使用方法 っづき 




入/切 


純午前 5>!C! 


1 設定温度。 C 現在温度。 C 火力表示 

— 



タイマー運転 タイマ ー B 寺刻合せ] 

• おめざめ前の寒い朝などお好みの時刻に運転を開始します。 

停止中でも運転中でも合せることができます。 

0寺刻/タイマー合せポタンを押して、 

「タイマー合せ」を表示させる 





2 火力/室温調節ポタンの『高/強』『低/弱』 
を押す 

• タイマー時刻合せ中は「タイマー合せ」が点滅 
します。 

•分は5分きざみで動きます。 

• 『高/強』（時刻送り）ポタンを押すと時刻は 
順に進み、『低/弱』（時刻戻し）ボタンを押す 
と逆に進みます。 

•ボタンを押し続けると早送りになります。 

*1 ◦秒間操作がないと「タイマー合せ」が消灯 
し、現在時刻表示または火力表示に切換りま 
す 。 

•タイマ—時刻は—度 セツ トすると記憶されま 
すので、次からセツトする必要はありません。 
• 停電があると記憶が解除されます。 

再セツトしてください。 



時刻戻し 時刻送り 
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パックライ ト (照明)の明るさ調整について 


タイマー待機時および運転スイッチを「切」にした10秒後のバックラ 
イト（照明）の明るさを調整することができます。以下の手順を参考に 
して設定してください。 

① 運転スイッチ「切」時にタイマーポタンを5秒以上押してください。 

② 「ピッピッピッ」とブザー音が鳴り、液晶表示部の表示が「し2」へ切換り 
ます。（操作音を消音設定している場合は、ブザー音は鳴りません。） 

③ 「し2」の状態から『高/強』『低/弱』を押すごとに 

^rOFFJ ニニ「し1」ニニ「し2」ニゴし3」ニニ 「 L -4」 t =； 

商主才 ノ kmR 日ス六:去に亦イ.主才、 


L 

設定温度 " C 現在温度て 火力表 i 

※出存 

f 時は、 
「 OFF 」 
(暗） 

「し2 
「し1」 

に設 
TL -2 J 
(出荷時) 

定して 
「し3」 

います。 

「 L -4 J 

㈣ 

(注） rOFFJ を表示させと「タイマー」マークも点滅表示 タィマ-待機時 

「 OFF 」 

「〇 N 」 

「〇 N 」 

_ 

「0 N 」 

(^2) 

④設定したい内容を表示させて、『高/強』『低/弱』以外のポタン 

を押し、通常の表示に戻せば設定完了です。 （5 秒間操作がない . 

場合も通常の表示に戻ります。） ‘2! 

T 0 NJ 

W ) 

「し1」 
暗くな 

_ 

と同し 
りませ 

_ 

/明る2 
ん〇 

_ 

•です。 

T 0 NJ 

(^2) 


タイマ ー 運転 P イマー点火 


油タンクの送油バルブを開く 


2 運転スイッチを押して、「入」にする 

* 運転ランプが点灯します。 

•燃焼中にセットする場合、運転スイッチを 
「入」にする必要はありません。 



使 

用 

方 

法 



タイマーポタンを押す 

• 「タイマー」マークが表示します。 

•10 秒間液晶表示部に「タイマー合せ」と夕 
イマー時刻を表示し、その後パックライ ト 
(照明）が暗くなります。 



@イマ- )タイマ-合せ 


4 お好みの運転を予約する 

• 自動/手動運転 • セーブ運転 • 床暖房運転 • サブヒータ運転の予約ができます。 

• 自動/手動運転 • セーブ運転 • 床暖房運転はタイマーセツトをしても解除されません。 

サブヒータ併用運転を予約する場合は、サブヒータポタンを押して「サブヒータ」マークを表 
示させてください。 
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使用方法 っづき 







h 

| 


■タイマーセツトの解除 


運転スイッチを再度押して、「切」にする 

• 「タイマー」マークが消灯し、バックライト 

入/切 

- 



タイマ- 


が明るくなります。 



(バックライトは10秒後再度暗くなります。） 


1 J 



バックライトの明るさを 「 OFF 」 に設定して 
いる場合は、液晶表示部に現在時刻が表示さ 
れます。 



•タイマー時刻前に点火する場合は、再度タイマーポタンを押してください。 （ 「タイマー」マー 
クが消灯し、温度または火力が表示されます。また、バックライトが明るくなります。） 

バックライトの明るさを 「 OFF 」 に設定している場合は、タイマーポタンを2回押してください。 
(1 回で液晶表示部が表示し、2回目で「タイマー」マークが消灯します。） 



•時刻合せをしていないとタイマー運転はできません。先に時刻合せを行ってください。 （22 ベー 
ジ参照） 


• タイマー点火をする場合は、周囲に可燃物があったり、その他危険な状態のないことを確認して 
ください。 

• おでかけのときはタイマー点火をしないでください。予想しない事故が発生するおそれがあります。 
• 停電したときや運転中にチェックモードが表示されたときは、タイマー運転は解除されます。 
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■セーブ運転（自動運転時) 


® 比較的暖い時期など、設定室温より室温が上がりすぎるときにご使用ください。燃焼•消火をくりかえし、室温を調節します。 


1 セーブ ポタンを押す 

• 「セーブ」マークが表示します。 

• 室温が設定室温より約 2° C 上昇したときは 
「セーブ」マークが点滅となり、この状態 
が2分間続くと消火になります。 

•再点火は室温が設定室温に下がったとき、「セーブ」マークが点滅から点灯に変わり、点火に 
なります。 

♦セーブ運転は燃焼 • 消火をくりかえしますので室温の変動が大きくなります。 



■セーブ運転の解除 


1 セーブポタンを再度押す 

• 「セーブ」マークが消灯します。 

セーブ運転は手動運転にしますと自動的 
に解除されます。 


使 

用 

方 

法 



•セーブ運転を連続して使用しますと、ガラスにすすが付くことがあります。ときどきセーブ運転 
を解除し、火力を中〜大で1〜2時間燃焼させてください。 

•セーブ運転は一度セツトすると記憶されますので、消火しても解除されません。 

•停電したときは、セーブ運転は解除されます。 
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使用方法 っづき 





■サブヒ：夕運転 •サブヒータ運転は内蔵した電気ヒータで床暖房をします。 

ス I -ーブ同時運転«床暖房がストーブの火力だけでは暖まりにくい場合に使用します。 


M 床暖房ポタンを押す 



• 「床暖房」マークが表示します。 

床暖居 



〇 

床暖房) 

サブヒータポタンを押す 



^ • 「サブヒータ」マークが表示します。 

〇 

(サブヒ-夕 


サブヒ-夕 



■サブヒータ運転の解除 


1 サブヒータポタンを再度押す 

• 「サブヒータ」マークが消灯します。 


サブヒータ運転は運転スイッチを「切」 
にしたときやタイマーセツトをしたとき 
に解除されます。 


〇 

サブヒータ 



* ス I ブ単独運転中はサブヒータ運転を受け付けません。 
床暖房運転にしてからサブヒータボタンを押してください。 
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単独運転•ストーブを運転しなし)で床暖房をする場合に使用します。 

I 運転スイッチが「切」になっていることを 
確認する 



2 サブヒータポタンを押す 

• 「サブヒータ」マークが表示します。 


〇 

サブヒータ 


沒ブ E : -夕 


■サブヒータ運転の解除 


使 

用 

方 

法 


1 サブヒータポタンを再度押す 

• 「サブヒータ」マークが消灯します。 ，へ 

サブヒータ 
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I 使用方法っづき 




— 



h 

へ 


チャイルド□ックについて 

お子様などによるいたずら操作の防止や、誤って運転スイッチを押しても点火しないようにしたい 
ときに使用します。 


■チャイルド□ック • 子供などによるいたずらを防止します。 



火力/室温調節ポタンの『高/強』『低/弱』 
を3秒以上同時に押す 
• 「ピー」とブザー音が鳴り、 r 」 マー 
クが表示されます。 

•運転スイッチを「切」にすることおよびサブ 
ヒータ 単独運転を「切」にすること以外の操 



作ができません。 


■チャイルドロックの解除 

1 火力/室温調節ポタンの『高/強』『低/弱』 
を再度3秒以上同時に押す 

• 「ピー」とブザー音が鳴り 、「 U マー 
クが消灯します。 



時刻戻し 時刻送り 



• 操作音を消音設定している場合は、ブザー音は鳴りません。 

* 停電したときや運転中にチェックモードが表示されたときは、チャイルド□ックは解除されます。 
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■ 安全装置 

* 異常が生じたとき、自動的に消火する装置です。 

• 安全装置が作動した場合、運転スイッチを「切」にし、ストーブが冷えてから下記の処 
置をしてください。 


安全装置のなまえ 

• 作動の原因 

チェックモード 

処置の方法 

対震自動消火装置 

• 地震(震度5程度以上)のとき 
• 強い振動や衝撃を受けたとき 


ストーブの周囲や給気管 • 排気管の外れや 
ゆるみ、油漏れなどの異常がないことを確 
認し再点火操作してください。 

停電安全装置 
* 停電したとき 
* 電源プラグが抜けたとき 

E-DD 

通電後、再点火操作してください。 

温風過熱防止装置 

• 対流ガードにほこりがたまつ 
たり、対流ガードが力ーテン 
などでおおわれたとき 

E -!：! r ! 

対流ガ_ドの掃除や障害物などの原因を取 
り除いてから再点火操作してください。 

点火安全装置 

• 点火不良 

E - Q 3 

E - 三 i 三! 

次のことを確認し、再点火操作してください。 

• 油タンクの送油ノ（ルブが閉じられていないか。 

• ゴム製送油管に空気だまりがないか。 

(48 ぺージ参照） 

• 定油面器の安全装置が作動していないか。 
(13 ぺージ参照） 

• 再びチェックモードが表示される場合に 
は、お買い求めの販売店又は最寄りのサン 
ポッ ト 支店，営業所へご連絡ください。 

燃焼制御装置 
•途中で火が消えたとき 

E - CI 5 

E -35 

温水過熱防止装置 

• 温水回路が閉止されたとき 

E ~ !5 

E - 

温水バルブが開いているか、温水配管がつ 
まったり、つぶれていないか確認し、再点 
火操作してください。 

不完全燃焼防止装置 
• 不完全燃焼になつた排ガスが 
室内に漏れたとき 

積算作動回数 1 〜 2 回 

E-nr 

t ~ bh 

次のことを確認し、再点火操作してください。 

• 排気管が外れていないか。 

(32 ページ参照） 

• 給排気筒トップの先端が外れていないか。 

【連続不完全燃焼通知機能】 

• 連続して不完全燃焼防止装置 
が作動したとき 

積算作動回数3回 

CCCI ： 

(点滅) 

(32 ページ参照） 

•再びチェックモードが表示される場合に 
は、お買い求めの販売店又は最寄りのサン 
ポッ ト 支店 • 営業所へご連絡ください。 

【再点火防止機能】 

• 連続して不完全燃焼防止装置 
が作動したとき 

積算作動回数4回 

CUCl ： 

(点灯) 

室内の換気を行い、お買い求めの販売店又 
は最寄りのサンポッ ト 支店 • 営業所へご連 
絡ください。 

「[[[[」が点灯するとストーブが使用でき 
なくなります。 
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■ その他の装置 


装置のなまえ 

• 作動の原因 

チェックモード 

処置の方法 

排気管抜け検知装置 

•排気管接続部の外れ 
• 排気管抜け検知 1 」ード線が外 
れたり断線したとき 

E - ! •三！ 

排気管や排気管抜け検知リード線を点検 
し、確実に接続してから再点火操作してく 
ださい。 

循環水検知装置 

* 循環水が不足したとき 


補給後、再点火操作してください。 
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給気ホース 
排気管 


給気ホース • 排気管の接続箇所が 
外れていないか点検します。 

給気ホースが排気管にあたってい 
ないか点検します。 



給排気筒トツプ 


室外の給排気筒トップが鳥の巣や 
ビニール 袋などでふさがれていな 
いか点検します。 


\ 


a 


〇〇 


ff 


油漏れ•油のたまり 
油のにじみ 


ゴム製送油管や置台に油漏れ、油 
のたまり、油のにじみがないか点 
検します。 




使 


用 


ご 


と 


水漏れ 


周囲の可燃物•引火物 


温水配管に水漏れがないか点検し 
ます。 


* ス I ブの上や周囲 • 給排気筒卜 
ップの周囲に可燃物、引火物がな 
いか点検します。 



: P づ 

14 

^VvyV 



0 


排ガスの漏れ 


•排ガスのにおいや、目がチカチカ 
しないか点検します。排ガスが漏 
れていますと危険です。 



給排気筒トップ 


給排気筒トップが雪や氷でふさが 
れていないか点検します。ふさが 
れていると異常燃焼することがあ 
り危険です。 




© 


貧 


■日常の点検•手入れ 

■点検 • 手入れのときの注意 

•必ず運転スイッチを「切」にして、ストーブの運転を停止し、ストーブが冷えた状態で行 
つて< ださい。 

■ 点検•手入れの必要項目、時期、方法 _ 


シ—ズンはじめ 


点検•その他 
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_ 日常の点検•手入れっづき 


B 寺期点検 • 手入れ項目 方 法 


対流ガード •ス I ブ背面の対流ガードに付い 

たほこりを掃除機などで取り除き 
ます。 



週 


結露水 

ソフトパネル 4.5 畳 
以上の使用でドレン 
ホースの 栓を外して 
いる場合のみ 


•ストーブ背面にある結露水受皿内の水を点検します。 

• 水が少ない場合には、取り外して水を入れてください。 

• 水が多い場合には、取り外して正常水位まで排水してください。 



循環水 •循環水の水位を確認し、下限以下の場合、次のように補給します。 


に 


回 


以 


給水扉を開く 

2給水ロキャップを外す 

$合水パイプを引ぎ出す 

4 給水パイプを手でおさえ 
ながら、温水暖房用補充 
液を「上限」まで補給する 




•循環水の水位が「下限」以下まで低下しますと、液晶表示部に 
[ E -04 J のチェックモードが表示されます。 

* ソフトパネル使用の場合、使用部材が安定するまで水位が下が 
りますので、ときどき補給してください。 



•使用しているとき、水位がいちじるしく低下する場合は、温 
水配管部の漏れを確認してください。 

• 循環水は「上限」以上補給しないでください。使用中に循環水 
があふれることがあります。 

• 不凍液での補給はしないでください。濃度があがり故障の原 
因になります。 
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点検 • 手入れ項目 


方 


法 


ストーブ外観 

安全のため、電源ブラ 
グをコンセントより 
抜いてから行ってく 
ださい。 


* ス I ブ•置台 • 反射板などのほ 
こりや汚れは、乾いたやわらかい 
布などできれいにふきとります。 

• シンナー•アルコール•ベンジンな 
どは使用しないでください。 

前面ガードの外しかた 

• 前面ガードの右側上部をフックか 
ら外し、棒を下部の穴から引き抜 
き、手前に開きます。 



ゴム製送油管 
温水用ツインチューブ 



電源プラグ 
油タンク 


► ゴム製送油管や温水用ツインチユ 
ーブにひび割れが生じていないか 
点検します。 

ゴム製送油管や温水用ツインチユ 
—ブは経年変化しますので3年に1 
度新しい物に交換してください。 
交換はお買い求めの販売店に依頼、 
又は最寄りのサンポット支店•営 
業所にご相談ください。 


電源ブラグにほこりが付着していないか点検します。 


。由タンク内に水やごみがたまって 
いないか点検します。 

>油タンク内の水抜き、ストレーナ 
(ろ網）の掃除は、油タンク附属の 
取扱説明書に従って行ってください。 



期 

寺 

np 


nr に1回以上 


シーズンに2〜3回 


給油のとき 


点検•その他 


34 






























































■ 定期点検 


サンポット密閉式石油ス I ブは使用される場所や条件、また使用時間により消耗_劣化する部品が 
ありますので、修理資格者〔(財)日本石油燃焼機器保守協会 ( TEL .03-3499-2928) で行う技術管理 
講習会修了者(石油機器技術管理士)など〕による定期点検を受けてください。 

■定期点検の実施時期 

2シーズン毎に1回程度定期点検を受けてください。 

ただし、湿度の高いところ、ほこりの多いところ(例えば、厨房室や製綿工場など)、温泉地域などでご 
使用の場合は、1シーズン毎の点検が必要となりますのでお買い求めになった販売店にご相談ください。 


定期点検 


定期点検は専門の技術者が、設置状態、給排気まわりの点検 • 安全装置及び運転動作の点検 • 確認、 
使用時間により消耗劣化しやすい部品の点検などを行し味す。 

安全にお使いいただくために製品の状態を点検診断するものですから必ず受けてください。 


お申し込み先 


お客さま—お買い求めになった販売店又は最寄りのサンポット支店 • 営業所。 


定期点検費用 


定期点検の費用についてはお買い求めの販売店又は最寄りのサンポット支店 • 営業所にご相談ください。 
定期点検の結果、部品交換及び修理などが必要な場合は、処置内容及び費用についてお客さまにご相 
談申し上げます。 


■定期点検の内容 


定期点検の内容 

項 目 

設置状態、給排気まわりの 
点検-確認 

• 製品の設置 • 使用状態 • 送油経路部の油漏れ（ゴム製送油管含む） 
•給排気筒接続とつまり •温水経路部の水漏れ 

•給排気筒トップのつまり 

安全装置及び運転動作の点 
検.確認 

♦安全装置の働き 《運転動作の点検 

• 操作部品や動く部品の働き 

環境 • 使用時間により劣化 
しやすい部品の点検 • 交換 

* 点火ヒータなどの点検 

•給排気部品 • 排気管接続用0リングなどの点検 

•パー ナ • 燃焼リング • 赤熱筒などの点検 

•各種送風機、循環ポンプの点検 * 各種パツキンの点検 

• ガラスの点検（劣化の状態により交換の場合もあります。） 

製品の清掃 • 整備 

• 本体内 * 対流ガード•フアン * 油タンクの水抜き 

循環水の点検.交換 

* 循環水は温水暖房用補充液を補給した場合、6〜7年を目安に入れ 
替えてください。水道水を補給した場合、2〜3年を目安に入れ替 
えてください。 

• 凍結防止及び腐食防止のためにサンポツト純正の不凍液を C 使用く 
ださい。 
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_ 故障•異常の見分け方と処置方法 


次のような場合は故障ではありません。 


現 象 

原 因 

点 

火 

時 

火 

時 

初めて使用するときやシーズン 
始めに、煙やにおいが出る 

耐熱塗料やほこりが焼けるためです。 

異常ではありません。 

「ピチビチ」や「カンカン」と 
いう音がする 

本体内部の加熱 • 冷却時に出る金属の膨張 • 収縮音です。 
異常ではありません。 

点火時に「ボン」という音がする 

着火音で、異常ではありません。 

燃 

焼 

時 

青炎の中に赤火が混じる 

異常ではありません。 

炎の一部が揺らぐ 

異常ではありません。 

床暖房の温調に合せて「ピチビ 
チ」や「カンカン」という音が 
繰り返しする 

床暖房用熱交換器に高温の排ガスが流れたり止まったりする 
ために出る金属の膨張_収縮音です。 

異常ではありません。 

「カチカチ」という音がする 

電磁ポンプの運転音で、異常ではありません。 

そ 

の 

他 

ガラスが白くなる 

灯油中の成分がガラスに付着するためです。 
異常ではありません。 


点検•その他 
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D 故障•異常の見分け方と処置方法 っづき 


異常が生じた場合は下表を参照して、お客さまご自身で処置してください。 


\ 現象 

原因 \ 

運 

転 

フ 

ン 

プ 

が 

点 

灯 

し 

な 

い 

点 

火 

し 

な 

い 

炎 

が 

立 

上 

が 

る 

液晶表示部に表示された 
チェックモード 

処 置 

参 

照 

ぺ 

1 

ジ 

E-DC3 

E-03 
E-C35 
E- ヨヨ 
E-35 

E-CC 
E - bh 
[[[[ 
(点滅) 

E-D? 

E-DT 

E- !5 
E-?6 

E- !9 

E-C3H 

電源プラグがコンセ 
ントから抜けている 

• 











鼋源プラグをコンセン 
卜に確実に差し込む 

14 

油タンクに灯油がない 


• 



• 







給油する 

13 

停電があった 




• 








運転スイッチを押し 
なおす 

30 

油タンクの送油パル 
ブが閉じている 


• 



• 







送油バルブを開く 

30 

定油面器の安全装置 
が作動している 


• 



• 







u セットポタンを押す 

13 

対流ガードにほこり 
がたまっている 








• 




掃除する 

30 

33 

対流ガードがカーテ 
ンでふさがっている 








• 




力ーテンを取り除く 

30 

給排気筒トップの先 
端がふさがれている 



• 



• 






給排気筒トップ先端の 
しゃ閉物を取り除く 

32 

地震や強い衝撃があ 
った 







• 





ス 1 ブ周囲、油漏れ、 
給排気筒を点検する 

30 

温水配管がつぶれている 
温水パルプが閉じている 









• 



つぶれをなおす 
温水バルブを開く 

30 

排気管が抜けている 






• 




• 


確実に接続する 

31 

循環水が不足している 











• 

補給する 

31 


以上の方法で点検し、処置してもなおらないときは、使用を中止しお買い求めの販売店又は最寄りのサ 
ンポット支店 • 営業所へご相談ください。 

修理をお申しつけのときには故障内容をできるだけ詳しく、また表示部に表示されるチェックモードを 
ご連絡ください。 
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^- 

入/切 


E-[l? 

1 1 

n 

設定温度 。 C I 現在温度。 C 火力表示 

-^ 


チェックモード表示部 


チェックモードに下記のような表示が出たときは、お買い求めの販売店又は最寄りのサン 
ポット支店 • 営業所へご連絡ください。 

E-D • 三 ! E- ! ! E- !? E- •• 三 ! E- !5 E- l r i 
E ~ 18 E ~ • 三 "5 E - d[ E - 5 r ! c ~ 5 B 


このような現象のときは使用を中止し、 

油タンクの送油バルブを閉じて販売店にご連絡ください 

* 使用される場所や条件又は長期間の使用により、下記のような現象が見られる場合には使用を中止し 
て、必ずお買い求めの販売店に修理依頼、又は最寄りのサンポット支店_営業所へご相談ください。 


排ガスのにおいがしたり、目がチカチカする 
• 排ガスが漏れているおそれがあります。 

排ガスが室内に漏れていますと、危険です。 



点火•燃焼•消火するときに「ボーン」という大きな音がした 
* ス I -ー ブが損傷したり、パッキンが飛散し 
ているおそれがあります。 


\ボン/ 



黒煙を出して燃える 
• 燃焼が異常になっています。 


i 



p 


置台に油が漏れている 

•送油配管より油が漏れています。 



点検•その他 
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■部品交換のしかた 


•経年により消耗、劣化しやすい部品があります。 

* 異常かなと思われましたら、お買い求めの販売店又は最寄りのサンポット支店 • 営業所にお問い合せ 
ください。個人での不完全な修理は危険です。 

* 修理資格者〔(財)日本石油燃焼機器保守協会で行う技術管理講習会修了者(石油機器技術管理士)など〕 
が修理いたします。 


■消耗、劣化しやすい部品 


項 目 

内 容 

使用時間により交換が 
必要な部品 

点火ヒータ•排気管接続用0リング （ JIS 巳24014種 D P 50) 

燃焼リング • 赤熱筒 • 各種パッキン • 循環ポンプの軸受け • ガラス 

環境により劣化しやす 
い部品 

給排気筒系部品.制御基板.燃焼用送風機.対流用送風機 
ゴム製送油管 

不良灯油を使用されて 
劣化しやすし、部品 

電磁ポンプ.定油面器 


■不完全燃焼防止装置(検知部） 

• 不完全燃焼防止装置の検知部は、有効期限までに交換が必要になります。有効期限を過ぎると検知部 
の感度が鈍くなり、不完全燃焼防止装置が正常に作動しないおそれがあります。 

不完全燃焼防止装置（検知部）の有効期限は機器左側面に表示されております。 （42 ページ参照） 

なお、不完全燃焼防止装置（検知部）の交換は有料です。 
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保管(長期間使用しない場合） 

•長期間使用しないとき（シーズン終了時）は、次の要領でお手入れしてください。 


1 電源プラグをコンセントから抜く 

• ぬれた手で触らないでください。 
感電のおそれがあります。 


2 ストーブ外装、対流ガード、反射板の掃除をする 

(33、34ぺージ参照） 


油タンクの送油バルブ、温水バルブを閉じる 


4 ス トーブは据付けたまま保管する 

•どうしても取り外して保管するときは、湿気やほこりの少ないところに保管してください。 
•次シーズンに据付けるときには、必ずお買い求めになった販売店に依頼してください。 




点検•その他 
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型式の 呼び 

UFH -648 UKF 

種 類 

ポット式、強制給排気形、強制対流形 

点火 方式 

電気点火 

使用 燃料 

灯油 ( JIS 1 号灯油） 

燃 焼 状 態 

最大 

最小 

燃料 消費量 

7.22 kW (〇フ〇 2 L / h ) 

床温調 「 ON 」 時 2.98 kW (0.29 L / h ) 

床温調 「 OFF 」 時2.04 kW (0.198 L / h ) 

発熱量 
床暖房•ストーブ同時運転 
(温調 ON 時） 

26,000 kJ/h 

10,740 kJ/h 

熱効率 
床暖房•ストーブ同時運転 
(温調 ON 時） 

87.9% 

81.8% 

暖房 出力 

床暖房•ストーブ同時運転 
(温調 ON 時） 

6.35 kW 

(循環水量 108 L / h ) 

2.44 kW 

(循環水量108 L / h ) 

最大床暖 
房出力 

床暖房•ストーブ同時運転 

1 .63 kW (循環水量1 08 L / h ) 

サブヒータ単独運転 

◦.43 kW (循環水量1 08 L / h ) 

本 « 

:水 容量 

1.7 L 

床暖房用熱交換器の最高使用圧力 

大気開放 

外形 寸法 

高さ590 mm 幅750 mm 奥行391 mm (置台を含む） 

質 量 

33 kg 

温度 ヒューズ 

139 °C 

電流 ヒューズ 

筒型 20 mm 10 A 1個、筒型 20 mm 5 A 1個 

電源電圧及び周波数 

100 V 50/60 HZ 

定格消 
費電力 

床暖房•ストーブ同時運転 

最大(点火初期に短時間発生） 620/620 W 
点火時 335/340 W 燃焼時 69/70 W 

サブヒータ単独運転 

510/51 1 W 

待機時消費電力 

0.5/0.5 W 

給排気筒の型式の呼び 

FWT -7 M -5 

給排気筒の呼び径 

D 49 

給排気筒の壁貫通部の孔径 

83〜 96 mm 

排 気温 度 

26 0 °C 以下 

床パネルの接続面積 

最大燃焼時1〜1 8.5 m 2 ( 1/4〜11畳)、最小燃焼時1〜 8.5 m 2 ( 1/4〜5畳） 

温水配管接続口 

外径 8 mm タケノコ 

安全装置 

対震自動消火装置、停電安全装置、温風過熱防止装置、点火安全装置、 

燃焼制御装置、温水過熱防止装置、不完全燃焼防止装置 

その他の 装置 

排気管抜け検知装置、循環水検知装置 

附属 品 

置台(1)、壁固定金具(2)、上面ガード(1)、遮熱板(1)、ワイヤーパンド大(1)、ワイヤー 
パンド小(2)、給排気筒セット⑴、排気管断熱カバー⑴、ストッパーリング⑴、ツイ 
ンチューブ(1)、ワンタッチクランプ(4)、 4 X 25 タッピングねじ(5)、取扱説明書(1)、 
工事説明書(1)、保証書(1)、特定保守製品説明書(1)、所有者票(1)、保護シール (1) 
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アフターサービス 


保証について 


•保証書は、必ず「お買い上げ日 • 販売店名」などの記入をお確かめのうえ、 
販売店からお受け取りください。内容をよくお読みのあと、大切に保管し 
てください。 

• 保証期間は、お買い上げ日から1年間です。 


■修理を依頼するときについて 


「故障•異常の見分け方と処置方法」に従って点検してください。処置してもなおらないとき 
は、使用を中止し、必ず電源プラグを抜いてから、お買い求めの販売店又は最寄りのサン 
ポット支店 • 営業所へご連絡ください。 

修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って販売店が修理いたします。 


有効期限 シール 
(左側面) 


チ エツ クモ_ド 表 7 F - 
型名- 


• 保証期間が過ぎているときは、販売店にご相談ください。 

修理によって使用できる場合は、ご希望により有料修理いたします。 

•修理料金は、技術料 • 部品代 • 出張料などで構成されています。 

* ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い求めの販売店又は最寄りのサンポット支店 • 営業所へお 
問い合せください。 

■補修用性能部品について 


• 密閉式石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造打切り後10年です。 
• 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 



ご連絡していただきたい内容 

ご住所 


おなまえ 


電話番号 


製品名 

密閉式石油ストーブ 

型 名 

UFH -648 UKF 

お買い上げ日 

年月日 

故障又は 
異常の内容 

できるだけ詳しく （表示部のチェック 
モード数字など）お知らせください。 

訪問こ'希望日 




点検•その他 





























17cm 以上 


/ 壁固定金具 


1 50cm 
以上 


|据付け•移設 

■据付け • 移設工事は販売店に依頼する 


据付けや移設工事は販売店又は据付業者に依頼し、お客様ご自身では行わないでください。 


■据付け場所の選定及び標準据付け例 


据付けについては、火災予防条例、電気設備に関する技術基準など法令の基準があります。 
工事説明書の「安全のために必ずお守りください」をお読みになり販売店又は据付業者とよく 
ご相談してください。また、「標準据付け例」については、下図を参照してください。 


【ストーブから周囲の可燃物までの離隔距離】 

* ス I ブ右側面と壁面は保守点検のため 30 cm 以上離してください。 

* A 寸法を10〜 30 cm まで近づける場合は、前面ガードに附属の遮熱板を取り付けてください。 



• 上図では可燃物までの離隔距離を示していますが、保守点検や性能維持のため、不燃物などの場 
合も上図離隔距離としてください。 



可燃物 


1 50cm 以上 





L 


I 

」 




可燃物 
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【給排気筒トップから周囲の可燃物までの離隔距離】 


可燃物 


可燃物 

• 給排気筒トップは上方及び両側に気流を阻 
止する障害物がないこと。 

•雪の多い地方では、最高積雪面より 50 cm 
以上離れる場所に、給排気筒を取り付けて 
ください。 

不燃物の場合でも性能維持のため、上図離 
P 鬲距離としてください（※部は除く）。 


可燃物 



注ぐ※） 60 cm 以上の寸法は、不燃材を 
使用する場合は 30 cm 以上とする。 


■給排気筒を延長する場合の注意 


給排気筒を延長する場合は、 3 m 3 曲がり以下で取り付けられる場所を選定してください。 

■積雪地区における注意 


積雪の多い地方では、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないような取付場所を選定してくだ 
さい。また、風がよどむような場所では、排ガスを再度吸い込んで不完全燃焼を起こすこと 
があります。 

■据付け後の確認 

据付けが終わりましたら、もう一度、工事説明書の「安全のために必ずお守りください」をお 
読みになり、工事説明書に記載されているとおり据付けられているかどうかを確認してくだ 
さい。 

•給排気筒を延長設置している場合、延長長さは 3 m 以下、曲がりは3箇所以下としてください。 


45 cm 以上 


45 cm 以上 


可燃物 


可燃物 


点検•その他 
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据付け•移設っづき 


■ソフトパネルの敷設 


* ソフトパネルをソフトパネル附属の取扱説明書に従って敷設してください。 

* ソフトパネルの最大接続畳数は一系統 4.5 畳まで、二系統3畳+ 3畳までです。 



•ソフトパネルには重いもの、テーブル、机などはのせないでくださし' I 。 


■漏れ検査(水圧試験) 


•すべての接続が終了しましたら、必ず漏れ検査を行い、漏れのないことを確認してください。 
•漏れ検査の条件 


床パネル 

配管 

検査圧力 

ソフトパネル 

ゴム管 

50 kPa (0.5 kgf / cm ) 


検圧時間： 

試験圧力で60分以上放置して、圧力降下が 
3%以内とする。 

各配管接続部に漏れがないか目視で確認する。 
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■循環水の補給 


不凍液の割合 

• 循環水には凍結防止および腐食防止のため、必ずサンポット純正温水暖房用不凍液を使用してくださ 
い。 

他の不凍液を使用すると、配管内部に不純物が付着しス I ブの寿命が短くなることがあります。 

• 不凍液に附属のシールに給水年月日を記入し、ストーブの給水扉内側のシール貼付け欄に貼り付けて 
ください。 

• 不凍液の割合は、各地の凍結温度条件により選定してください。 

不凍液割合と凍結温度は不凍液の容器に記載しています。 

• 補充は必ずサンポット純正温水暖房用補充液を使用してください。 


不凍液の必要量 


なまえ 

容量 ( L ) 

なまえ 

容量 ( L ) 

ストーブ本体 

1.7 

ソフトパネル 

4.5 畳用 

3.0 

ツインチューブ 
配管往復 lm 当り 

0.1 

3畳用 

2.2 

2畳用 

1.6 


• 上記より全容量を求めて不凍液の必要量を計算します。 

全容量 X 不凍液割合=不凍液量 

(例）外気温一 20°c (不凍液割合は 0 . 8 )、ソフトパネル 4.5 畳用敷設、配管片道全長 5 m の場合 
全容量：1 .7 L (ストーブ) + 3.0 L (床暖房パネル) +0.1 L (配管) X 5 
= 1.7 + 3.0+0.5 = 5.2 L 
不凍液量： 5.2 X 0.8=4.2 L 



• 不凍液は腐食防止のため、暖かい地域でも必ず入れてください。 

• 不凍液は蒸発しません。設置時不凍液を入れたのち蒸発で水位が下がった場合は、温水暖房用補 
充液を補給してください。 

• 循環水は温水暖房用補充液を補給した場合、6〜7年を目安に入れ替えてください。 

水道水を補給した場合、2〜3年を目安に入れ替えてください。 



•不凍液は高温 • 高濃度で高温部にふれますと燃えますので注意してください。 
•不凍液を万一誤って飲んだ場合にはすぐに吐かせて、医師の診断を受けてください。 


点検•その他 
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据付け • 移設 


つづき 


!D ： 3G 


Q 


■給水およびエアー抜きの方法 




A 回路戻り 


巳回路戻り 


循環水の補給およびエアー抜きを次のように行ってください。 

1運転スイッチが「切」になっていることを確認する 

£ストーブ背面にある柱きバルブ • 戻りバルブが「閉 J の状態になっていることを確認する 

3ストーブ前面の給水扉を開き、給水ノ（イプを弓 I き出す 

4給水パイプを手でおさえながら、循環水を水タンク 

「上限」まで入れる 

5操作部の床暖房ボタンを 5 秒以上押す 

•液晶表示部に rp - onj が表示され、2分間循環ポンプが 
運転します。 

*2 分間水タンクの水位が「下限」以上の場合は、循環ポ 
ンプが停止し、液晶表示部が現在時刻表示に戻ります。 

* この間に水タンクの水位が「下限」以下のなった場合は、 

「ピッピッピッ」音を発して循環ポンプが停止します 
ので、再度循環水を「上限」まで入れてください。 

(循環水を「下限」以上入れると「ピッピッピッ」音 
が停止し、自動的に循環ポンプが運転します。） 

その後2分間水タンクの水位が「下限」以下にならなけ 
れば、循環ポンプが停止し、液晶表示部が現在時刻表 
7 JT に民ます。 

6再び循環水を水タンク「上限」まで入れる 

了ストーブと床暖房パネルを接続する 

8八回路の柱きバルブ • 戻りパルプを「開」の状態にする 

9上記 5 の操作を再度行う 

• 循環ポンプが停止し、液晶表示部が現在時刻表示に戻 
れぱ エアー 抜きは完了です。 





柱きバルブ 
「開」 



戻りパルプ 
「開」 


' 床暖房ノ（ネルを一系統しか敷設しない場合は、必ず A 回路を使用してください。 

巳回路の柱きバルブ•戻りバルブは「閉」の状態で使用してください。 

巳回路を使用した場合、流水音がすることがあります。 

•循環量をバルブで調節する場合は、必ず戻りバルブで行ってください。柱きバルブでは行わない 
でください。 

往きノ（ルブで行った場合、流水音がすることがあります。 

•循環水は、温度が上昇しますと膨張しますので、水タンクの上限を越えないよう補給してください。 
• エアー抜きを途中で終了する場合は、いずれかのポタンを押してください。（液晶表示部が現在時 
刻表示に戻ります。） 

•温水配管内のエアー抜きが不十分ですと、循環水の循環する音が大きくなることがあります。 
この場合は、再度エアー抜きを行ってください。 
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試運転 


，1 


試運転は、販売店又は据付業者とご一緒に必ず行ってください。 


運転準備 


油タンクに給油する 

(1 3ぺージ参照） 



電源プラグをコンセントに差し込む 



定油面器のリセットポタンを押す 

(1 3ぺージ参照） 

• ゴム製送油管内に空気がたまっているこ 
とがありますので、ゴム製送油管を振つ 
て空気を抜いてください。 


運転 


運転スイッチを押して、「入」にする 

• 運転ランプと表示部のノ（ックライトが点灯 
します。 

• 2 〜4分間予熱後、着火します。 

予熱後対流用ファンが回り、約 2.5 分間 
予備燃焼を行います。 

床暖房ポタンを押す 

• 床暖房ランプが点灯します。 

• 数十分後に温水配管が温まります。 


消火 


運転スイッチを再度押して、 「切」 にする 

• 運転ランプが消灯します。 （ 10秒後表示部 
のバックライトが暗くなります。） 

•対流用フアンはス I ブが冷えるまでの 
約8分間回りつづけます。 



確認| 

• 油タンクや送油管 • ゴム製送油管から油漏れがな 
いか。 

• 置台の上などに油がこぼれていないか。 

• 温水配管から水漏れがないか。 

• 温水配管のノ ('ルブが開いているか。 


正常運転の目安 

® 正常運転の目安として38ページのような現 
象がないことを確認します。 



ス I ブより煙やにおいが出ることがあり 
ますが、燃焼室の塗装やパッキン類が焼け 
るためで異常ではありません。最大燃焼で 
数十分運転すると消えますので、部屋の換 
気をしながら試運転してください。 


点検•その他 
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囹！卜株式会社 


お客様相談窓口〔受付時間：平日午前9時から午後5時まで〕 
00198 -37-1 177 FAX .0198-37-1 192 


札幌支店 

〒〇 65-0042 

札幌市東区本町2条10丁目1番25号 

0011-785-1211 

FAX .011-782-8262 

釧路営業所 

t 085-0051 

釧路市光陽町 8 番 1 号 

00154 -22-5821 

FAX .0154-32-2289 

帯広営業所 

〒〇80_0801 

帯広市東1条南25 丁目12番地 

Q 0155-22-1 335 

FAX .0155-28-2266 

旭川営業所 

〒〇 78-8237 

旭川市豊岡7条6丁目6番10号 

Q 0166-34-8636 

FAX .0166-39-2157 

函館営業所 

〒〇4卜0851 

函館市本通4 丁目17番25号 

SO 138-53-2583 

FAX .0138-33-2180 

仙台営業所 

t 983-0034 

仙台市宮城野区扇町4 丁目2番40号 

0022 -236-3444 

FAX .022-238-9416 

郡山営業所 

亍 963-8041 

郡山市富田町字音路1番地109 

0024 -962-9288 

FAX .024-962-9266 

青森営業所 

〒〇 30-01 31 

青森市問屋町2丁目18番18号 

Q 017-738-4141 

FAX .017-738-5354 

秋田営業所 

〒〇 10-0914 

秋田市保戸野千代田町15番17号 

SO 18-824-3421 

FAX .018-824-3423 

岩手営業所 

〒〇 25-0301 

花卷市北湯口第2地割1番地26 

00198 -37-1 138 

FAX .0198-37-1188 

首都圏営業所 

t 352-0001 

新座市東北2 丁目24番3号 

0048471 -8420 

FAX . O 48470 -1141 

信越営業所 

t 381 -0031 

長野市大字西尾張部1114番地5 

O 026-252-6161 

FAX .026-252-6162 

大阪営業所 

t 564-0053 

吹田市江の木町18番27号 

Q 06-6337-3211 

FAX .06-6337-3212 

富山営業所亍 939-8212 富山市掛尾町479番地4 

サンボットエンジニアリング株式会社 

0076420 -2677 

FAX . O 76420 -2238 

サービス部 

t 065-0042 

札幌市東区本町2条10 丁目1番25号 

Q 011-785-1201 

FAX .011-780-2338 

仙台サ-ビスセンタ- 

t 983-0034 

仙台市宮城野区扇町4 丁目2番40号 

0022 -232- 1479 

FAX .022-238-9843 

青森サービスセンタ- 

〒〇 30-01 31 

青森市問屋町2丁目18番18号 

QO 17-738-44 14 

FAX .017-738-4415 
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サンボツトホームページ http :// www . sunpot . co . jp / 

事業所名 • 住所 • 電話番号は変更することがあります。あらかじめ了承願います。 


愛情点検 


參長年ご使用の石油暖房機の点検をぜひ！ 




ご使用の際、 
こんな症!犬は 
ありませんか？ 


•油漏れがある。 

•排ガスのにおいがしたり、 
目がチカチカする。 

•運転中異常な音がする。 
•黒煙を出して燃える。 
•その他の異常や故障がある。 



このような場合、事故防止のため使用をせずス 
イッチを切りコンセントから差し込みブラグを 
ご便用 抜いて、必ずお求めの販売店または石油機器技 

中止 術管理士ゃ点検整備士に' 点検修理をご相談く 

ださい。ご自分での修理は危険な場合がありま 
すから、絶対なさらないでください。 


ご購入(据付)年月日 

年月日 

ご購入店名 


TE し 


再生紙使用 


お客様へ……おぼえのため、ご購入年月日、ご購入店名を記入されると便利です。 


924000427 00B 
0776 





















